
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型）   
  令和４年４月 27日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立金沢総合高等学校学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇個々のキャリ
ア の 発 達 を 促
し、新たな教育
課程の編成の検
討とともに、実
施に向けて履修
や選択に役立つ
教育計画を生徒
に示し、学びや
すく、個に応じ
たオープンなカ
リキュラムを編
成する。 
 
〇 「 真 の 学 ぶ
力」の伸長のた
めの授業改善に
取り組む。 

①新教育課程の
完成年度に向け
て再検証すると
ともに、個に応
じた科目選択に
対する効果的な
履修指導を実施
する。 
 
②ICT 機器を効
果的に活用した
授業改善を組織
的に行い、主体
的に学ぶ姿勢を
培い、家庭学習
を習慣化させて
基礎学力定着を
図る。 
 

①新指導要領にもとづく教育
課程の完成に向け、各関係部
署が連携し、生徒の希望を活
かせるような時間割を作成す
るとともに、生徒の進路実現
に向けた履修指導をおこな
う。 
 
 
②・生徒のニーズに合わせて
指導方法や教材を工夫し、生
徒が主体的に学ぶことができ
るよう授業改善を進める。ま
た、これを推進するため、ICT
機器の効果的な活用方法や、
生徒の主体性を培う授業づく
りについての研修会を開催す
る。 
・スタディサポートを活用
し、学校や家庭での学習・生
活習慣の確立に努める。 
 

①・生徒の希望を受け入れ
られるような時間割を作成
することができたか。 
・各部署が連携して、適切
な履修指導をおこなうこと
ができたか。 
 
 
 
②・授業アンケートの結果
や研修での学びを生かし、
指導方法や教材を工夫する
ことができたか。生徒の学
習意欲を高め、主体性を育
む授業づくりの参考になる
ような研修会を定期的に実
施することができたか。 
 
・スタディサポートレポー
トを面談等で活用し、学び
の支援ができたか。 
 

①     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

〇生徒の主体的
な活動による学
校行事や生徒会
活動等を通し、
生徒がお互いを
尊重し、協働す
る姿勢を身に付
けさせて、リー
ダ ー 性 を 育 て
る。 
 
〇生徒の多様性
を踏まえた支援
体制の充実を図
り、併せて、規
範意識を高め、
SDGs を活用し、
本校生徒として
の 意 識 を 高 め
る。 
 

①学校行事や委
員会活動、部活
動などの活動内
容を精選・改善
し、生徒の主体
性、協働性を高
める。 
 
 
②校内の教育相
談体制を充実さ
せて、多様な生
徒に応じた相談
活 動 を 展 開 す
る。 
 
 
③生徒の規範意
識の向上を意識
した日常の生活
指 導 を 実 施 す
る。 
 
 

①生徒一人ひとりが自らの役
割を考え、主体的に動くこと
ができる環境を整える。ま
た、生徒の主体性や協働性を
高められるよう、生徒の意見
も取り入れながら、学校行事
や委員会活動、部活動などの
活動内容の見直しをおこな
う。 
②スクールカウンセラー及び
スクールソーシャルワーカー
の配置拡大を受け、教育相談
担当教員との連携体制を確立
させ、教育相談を充実させ
る。また、教員間の情報共有
を積極的に行い、保護者との
連携を迅速に行う。 
③・生徒が、日常の挨拶や時
間厳守等の基本的なマナー、
社会性を身につけられるよう
支援する。 
・生徒の規範意識向上に向け
た指導をより効果的に行うこ
とができるよう、教職員間の
共通認識を確かなものとす
る。 

①生徒一人ひとりが学校行
事や委員会活動、部活動の
活動内容を振り返ったとき
に、満足のいく活動ができ
たと感じることができた
か。生徒主体の学校行事・
部活動の運営により、学校
生活の活性化がはかれた
か。 
②スクールカウンセラー
及びスクールソーシャル
ワーカーとの連携体制を
整備し、十分に生徒・保
護者の相談に対応して、
相談件数が増えたか。 
 
 
③・生徒が基本的な生活
習慣を身に付け、社会的
なルールやマナー向上が定
着したか。 
・あいさつ運動や頭髪、
服装規定等が適切で明快
なものとなるよう検証
し、必要に応じて改善す
ることができたか。 
 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

〇総合学科のガ
イダンス機能を
活用し、生徒の
主体的な進路選
択を支援・指導
できる進路指導
体制の充実を図
る。 
 
〇学校外の教育
力 を 活 用 し て
「 課 題 解 決 能
力」や「コミュ
ニケーション能
力」を育み、キ
ャリア発達を促
す。 
 

① 「 ガ イ ダ ン
ス」の授業を中
心に、個に応じ
たキャリア教育
を行い、将来の
職業観を構築す
ると共に、職員
の進路支援力を
向上させ、学校
全 体 で 進 路 支
援・指導を展開
する。 
②総合学科高校
の 強 み を 活 か
し、学校外の教
育力を活用して
高校卒業後の目
標設定・達成に
向けた意識づく
りの機会を設け
る。 

①・「ガイダンス」の授業
で、職業観や自己実現あるい
は進路選択を支援するプログ
ラムを計画する。 
・生徒一人ひとりが主体的に
進路選択を行うことができる
よう、生徒の個性に応じた進
路指導や進路相談を実施す
る。 
 
 
 
②他の総合学科高校や上級学
校と連携して、学校外で学ぶ
ことができる機会を生徒に提
供し、生徒の学ぶ意識・探究
心を向上させる。 
 
 

①・生徒の興味・関心を引
き出すとともに、生徒の職
業観を育成し、進路実現に
つなげられるような授業を
計画・実行できたか。 
・履修や進路について十分
な相談の機会を設けたか。
また、生徒一人ひとりの希
望を叶えるために適切な支
援ができたか。 
 
 
②学校外での学びについて
生徒に周知し、講座の受講
者数が増加したか。生徒の
学ぶ意識・探究心が向上し
たか。 

     

４ 地域等との協働 

〇地域や保護者
との連携を推
進し、開かれ
た学校づくり
を進め、本校
の教育活動を
積極的に発信
し、広報活動
を推進する。 

 
 
〇防災意識を高
め 、 本 校 の
SDGs(防災)の
体制づくりに
取り組む。 

 

①本校の教育活
動をリアルタイ
ムでＨＰ等を更
新して、広報活
動を充実させ本
校の魅力を発信
する。 
②地域の行事に
積極的に参加し
学校の魅力をア
ピールして、開
かれた学校づく
りを推進する。 
 
 
 
③本校の防災体
制を整備して生
徒たちの防災意
識を高める訓練
を実施する。ま
た地域との防災
連携を強化す
る。 

①学校説明会や中学校訪問、
文化祭やオープンスクールな
どを通じて充実した広報活動
を実践し、ホームページや掲
示板の内容を充実させる。 
 
 
②学校運営協議会委員の提言
を生かして地域連携を進め、
近隣の学校や団体と積極的に
交流し、学校の魅力を発信し
ていく。また、公開授業等を
通して地域の方々に学校の様
子を知っていただく機会を設
ける。 
 
③防災計画の具体化、防災訓
練の実施等で防災意識を高め
る。また、地域との防災連携
を拡充させる。 

①来校者数や来校時のアン
ケート結果の集約、ホーム
ページの内容更新と更新の
回数の状況。 
 
 
 
②学校運営協議会委員の提
言を生かして地域連携を進
め、近隣の学校や団体との
交流を通して、学校の魅力
を発信することができた
か。地域の方々が来校でき
る機会を増やし、地域の学
校としての認知度を高める
ことができたか。 
③防災計画の具体化や更新
状況。備蓄品の補充。防災
訓練の実施状況。防災に関
わる地域との連携状況。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安全・安心な
学校づくりを
推進する。 

 
 
〇総合学科とし
て、社会の変
化に迅速に対
応できる学校
運営組織の構
築 に 取 り 組
む。 

①効果的な研修
会を実施して、
事故不祥事を未
然に防ぐ体制を
つくる。 
②Teams の効果
的な活用や業務
の見直しから働
き 方 改 革 を 進
め、生徒と関わ
る時間を増やす
べく業務のスリ
ム 化 を 推 進 す
る。 

①不祥事ゼロプログラムを定
め、定期的に研修会を実施
し、事故防止に向けた啓発活
動をおこなう。 
 
②Teams を効果的に活用するな
どして、業務の効率化を図
る。また、業務の在り方につ
いて、抜本的な見直しをおこ
なう。 

①事故・不祥事を未然に
防ぐため、定期的に研修
会を実施し、職員の意識
を向上させることができた
か。 
②業務の見直し、効率化を
進めることができたか。生
徒と関わる時間を増やすこ
とができたか。 

     



 

 


